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燃料デブリに係る計量管理方策の構築 
国の研究開発プロジェクトの目的とスケジュール 

• 必要性 
– 福島第一原子力発電所の炉内燃料は部分的または全体的に溶融しており、燃料集合体を１単位とする通常の計量

管理手法を適用することができない。よって、今後炉内燃料の取出し・貯蔵を行うまでの透明性を確保し、かつ合理
的に計量管理を実施できる手法を構築することが必要である。 

• 実施内容 
– １．文献調査、現場管理状況調査 

• TMI-2及びチェルノブイリの計量管理手法に係る文献調査及び現存する核物質の計量管理状況の調査を行い、福島第一原子力発電所の現場状
況との比較を行う。 

– ２．核燃料物質の分布状況の評価 
• 地震発生時の核燃料物質量評価（計算値）、サンプリング調査※及び炉内調査※の結果等から核燃料物質の分布状況を評価する。 
• ※ 他の研究開発（２－①（遠隔操作機器・装置活用等による燃料デブリ取り出し）、２－③（燃料デブリ性状把握・処理準備等））で得られた結果を

活用する。 

– ３．燃料デブリに係る計量管理手法の構築 
• 炉内からの燃料取出し・貯蔵にあたり、計量管理単位毎に、ウラン量、核分裂性ウラン量、プルトニウム量及び核分裂性プルトニウム量を評価す

る。 

• スケジュール 

 事項／年度 第１期 第２期 

2011 2012 2013 
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

（前） （中） （後） 

 
１．文献調査、現場管理   
  状況調査 
 
２．核燃料物質の分布状況 
   の評価  
 
３．燃料デブリに係る計 
  量管理手法の構築 

   TMI等調査 

測定技術適用性検討 測定技術開発 

合理的な計量管理手法の構築 

                        核燃料物質の分布状況の評価              

最適な測定技術の評価・適用性確認 
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実施体制 

ＴＥＰＣＯ 

【計量管理、現場条件の設定】 

ＪＡＥＡ 

【測定技術開発】 

他研究プロジェクト 

海外・国内協力 

<被査察側> 
福島第一原子力発電所【現場対応】 

 (TEPCO) 

現場状況の連絡 

現場状況 
作業条件 
計量管理条件 
 (IAEAニーズ※1) 

測定技術 
提案 

情報共有 

状況 
報告 

指導、 
助言 

デ
ブ
リ
計
量
管
理
方
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施 

<規制側> 

文科省(JSGO) ※2 

核物質管理センター
(NMCC) 

※1：IAEAニーズへは国を通じて対応する 
※2：H25年度より原子力規制庁に移管予定 

燃料デブリ性状把握・処理準備サブワーキングチーム等上位会議体 

報告 管理 

国際原子力機関（IAEA) 

保障措置協議 

協力 

福島保障措置
タスクフォース 
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 計量管理・保障措置手法の構築手順 
下表中の各項目の具体的な時期は未定、今後の研究開発と廃炉の進展に伴い徐々に具体化してくる 

事項／年度 H24 
(2012) 

H25 
(2013) 

H26 
(2014) 

H27 
(2015) 

H28 
(2016) 

H29 
(2017) 

H30 
(2018) 

H31 
(2019) 

H32 
(2020) 

H33 
(2021) 

H34 
(2022) 

主要廃炉工程 

 
1. デブリの測定技術の

リストアップ、計量
管理/保障措置機器と
しての要件の整理 
 
 

2. フィージビリティス
タディ等 
 
 

3. 実証試験 
 
 

4. 実機の設計、製作、
据付、試験 

 
計量管理手法、保障措置
手法の検討 

(前) (中) (後) 

格納容器内部調査・サンプリング 燃料デブリ 
取り出し 

圧力容器内調査・サンプリング 

適用可能性のあ
る技術の選択 

運用 

炉内状況・デブリ性状等が判明 

実機技術の確定 

取出し方法、収納方法
等の検討が進む 

実用化の可能性が
ある技術の選択 

計量管理、保障
措置要件の提供 

計量管理、保障
措置手法の確定 

デブリの取出し技術、収納技術、保管技術等の開発 



平成２４年度、２５年度の実施内容 

• TMI-2及びチェルノブイリでの計量管理手法、燃料デブリ中の核燃料物質

量測定技術について調査し、福島第一原子力発電所との比較検討を行
い、福島第一原子力発電所の燃料デブリに適用する計量管理手法を検
討するための基礎データを整備する 
 

• 福島第一原子力発電所の燃料デブリ中の核燃料物質の量を測定する技
術について調査し、技術のリストを作成する 
 

• 上記技術リストから適用の可能性のある候補を選択する手法を検討する 
 

• 上記は、米国エネルギー省との国際協力の下で実施する 
 

• 福島第一原子力発電所の計量管理方法を検討するため、核燃料物質の
分布状況の評価を行う 
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